
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
・
マ
ッ
ピ
ン
グ
を
開

業
２
０
０
日
前
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

行
い
、
飯
山
駅
の
知
名
度
向
上
と

市
民
の
気
運
醸
成
を
図
り
ま
す
。

（
８
月
15
日
㈮
）

○
飯
山
線
飯
山
駅
移
設
開
業
イ
ベ

ン
ト

　
11
月
上
旬
に
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
飯
山
線
飯
山
駅
の
新
駅
で
の
営

業
開
始
に
当
た
り
、
記
念
式
典
を

行
う
ほ
か
、「
信
越
自
然
郷
収
穫

祭
（仮）
」等
を
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、

飯
山
線
の
前
身
で
あ
る
飯
山
鉄
道

㈱
の
創
立
に
尽
力
さ
れ
た
「
五
島

慶
太
翁
碑
」が
移
転
と
な
る
た
め
、

新
た
な
設
置
場
所
で
除
幕
式
を

行
い
ま
す
。（
11
月
上
旬
予
定
）

○
開
業
記
念
式
典
・
開
業
イ
ベ
ン
ト

　
新
幹
線
飯
山
駅
開
業
を
祝
し
、

出
発
式
や
駅
周
辺
で
の
イ
ベ
ン
ト

を
行
う
と
と
も
に
、
新
幹
線
誘
致

活
動
、
工
事
に
尽
力
・
協
力
さ
れ

た
方
々
を
招
き
開
業
記
念
式
典
を

行
い
ま
す
。（
3
月
中
旬
予
定
）

・
市
民
総
参
加
の
お
も
て
な
し
事
業

○
「
咲
か
せ
よ
う
菜
の
花
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」

　

開
業
時
に
駅
舎
等
を
菜
の
花

で
飾
り
利
用
者
を
も
て
な
す
と
と

も
に
市
民
参
加
意
識
の
醸
成
を
図

る
た
め
、
市
民
や
各
団
体
等
に
菜

の
花
の
育
成
協
力
を
お
願
い
す
る

「
咲
か
せ
よ
う
菜
の
花
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
に
取
り
組
み
ま
す
。

○「
開
業
Ｐ
Ｒ
み
ん
な
で
年
賀
状
」

の
取
り
組
み
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飯
山
市
30
数
年
来
の
悲
願
に
向
け
集
大
成
の
一
年

　
　
　
　
〜
北
陸
新
幹
線
飯
山
駅
開
業
イ
ベ
ン
ト
実
行
委
員
会
〜

平成26年度北陸新幹線飯山駅開業イベント実行委員会事業　スケジュール
※事業は、信越9市町村観光連携会議との連携事業

北陸新幹線 E7系

　

平
成
24
年
に
発
足
し
た
北
陸

新
幹
線
飯
山
駅
開
業
イ
ベ
ン
ト
実

行
委
員
会
は
、
市
民
と
行
政
が
連

携
し
新
幹
線
開
業
に
向
け
て
の
市

民
意
識
醸
成
を
図
る
た
め
、
平
成

25
年
度
も
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト

等
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

飯
山
駅
開
業
の
Ｐ
Ｒ
を
し
て
い

た
だ
く
サ
ポ
ー
タ
ー
を
募
集
し
た

と
こ
ろ
、
市
内
外
の
５
４
１
名
か

ら
登
録
と
協
賛
金
、
イ
ベ
ン
ト
で

の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

9
月
29
日
に
は
、
新
幹
線
飯

山
駅
を
基
点
と
し
た
広
域
的
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
、
北
信
州
ハ
ー
フ
マ

ラ
ソ
ン
を
開
催
し
ま
し
た
。
ハ
ー

フ
マ
ラ
ソ
ン
は
野
沢
温
泉
村
役

場
、
10
㌔
競
技
は
木
島
平
村
役

場
を
ス
タ
ー
ト
し
、
新
幹
線
飯
山

駅
前
を
ゴ
ー
ル
と
し
ま
し
た
。
定

員
を
上
回
る
１
７
９
０
名
の
参
加

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

北
信
州
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
に
併

せ
て
開
催
し
た
「
信
越
自
然
郷
う

ま
い
も
の
市
」
は
36
ブ
ー
ス
が
出

店
し
、
信
越
９
市
町
村
の
観
光
Ｐ

Ｒ
、
物
産
販
売
等
が
行
わ
れ
た
ほ

か
、
観
光
交
流
都
市
の
七
尾
市
か

ら
の
出
店
も
あ
り
、
た
い
へ
ん
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

12
月
2
日
の
早
朝
に
は
、「
イ
ー

ス
ト
・
ア
イ
」
の
歓
迎
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
、
９
０
０
人
の
応
募

者
の
中
か
ら
抽
選
で
選
ば
れ
た

１
０
０
人
の
市
民
を
含
め
た
約

２
０
０
人
が
手
旗
を
振
っ
た
り
、

手
作
り
の
看
板
を
掲
げ
て
熱
烈
な

歓
迎
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
度
は
い
よ
い
よ
開
業

の
年
度
に
な
り
ま
す
。
4
月
17
日

に
は
イ
ベ
ン
ト
実
行
委
員
会
総
会

が
開
催
さ
れ
、
今
年
度
の
事
業
計

画
や
予
算
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
3
月
中
旬
と
想
定

さ
れ
る
新
幹
線
飯
山
駅
開
業
に

向
け
て
、
一
層
の
市
民
の
気
運
醸

成
を
図
る
と
と
も
に
、
新
幹
線
延

伸
を
市
外
へ
広
く
Ｐ
Ｒ
し
、
交
流

人
口
の
拡
大
を
図
る
た
め
、
さ
ら

に
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
等
を
企

画
・
実
施
し
ま
す
。
市
民
の
皆
さ

ん
に
も
新
幹
線
開
業
の
情
報
発

信
や
イ
ベ
ン
ト
へ
の
ご
参
加
な
ど

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
開
業
日
に
は
、
30
数
年

間
の
市
民
の
思
い
を
込
め
た
開
業

記
念
式
典
・
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま

す
。
詳
し
く
は
、
次
の
ペ
ー
ジ
の

事
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
主
な
事
業

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
主
な
事
業
】

・
イ
ベ
ン
ト
等
推
進
事
業

○
北
陸
新
幹
線
新
型
車
両
試
験

走
行
歓
迎
見
学
会

　

新
型
車
両
に
よ
る
試
験
走
行

開
始
（
金
沢
駅
―
飯
山
駅
）
に
当

た
り
、
飯
山
駅
に
お
い
て
車
両
・

駅
舎
の
歓
迎
会
・
見
学
会
を
開
催

し
ま
す
。（
８
月
上
旬
予
定
）

○
新
幹
線
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
・

マ
ッ
ピ
ン
グ

　

新
幹
線
駅
舎
お
よ
び
駅
合
築

施
設
を
利
用
し
た
大
規
模
な
プ
ロ

　
作
製
す
る
「
開
業
Ｐ
Ｒ
用
年
賀

は
が
き
」
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
ご

購
入
い
た
だ
き
、
新
幹
線
開
業
を

発
信
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・
開
業
Ｐ
Ｒ
事
業

○
Ｊ
Ｒ
飯
山
線
イ
ベ
ン
ト
列
車
の

運
行

　
昨
年
に
引
き
続
き
Ｊ
Ｒ
東
日
本

と
連
携
し
て
、
飯
山
線
「
走
る
農

家
レ
ス
ト
ラ
ン
」
が
運
行
さ
れ
ま

す
。（
6
月
21
日
㈯
、11
月
1
日
㈯
）

○
駅
弁
コ
ン
テ
ス
ト

　

飯
山
の
食
の
魅
力
を
発
掘
し
、

Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、
販
売
も
視
野
に

入
れ
た
地
域
食
材
を
活
か
し
た
弁

当
作
成
の
駅
弁
コ
ン
テ
ス
ト
を
開

催
し
ま
す
。（
6
月
、
10
月
予
定
）

○
北
信
州
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
大
会

　

昨
年
に
続
き
新
幹
線
飯
山

駅
を
ゴ
ー
ル
と
し
た
第
２
回
北

信
州
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
大
会
を

２
５
０
０
人
の
定
員
で
開
催
し
ま

す
。（
9
月
28
日
㈰
）

○
飯
山
ジ
ャ
ン
プ
大
会

　
開
業
1
ヵ
月
前
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
飯
山
の
象
徴
で
あ
る
ス
キ
ー
を

Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
ジ
ャ
ン
プ
大
会
を

開
催
し
ま
す
。（
2
月
15
日
㈰
）

・
信
越
９
市
町
村
広
域
観
光
連
携

会
議
と
の
連
携

　

信
越
９
市
町
村
広
域
観
光
連

携
会
議
と
連
携
し
、
市
内
外
、
関

東
、
関
西
、
北
陸
方
面
等
へ
の
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
や
各
種
イ
ベ

ン
ト
開
催
時
に
開
業
Ｐ
Ｒ
活
動
な

ど
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 摘　要

企
画
広
報
事
業

 イベント等推進事業　
　

 開業記念イベント開催
 （カウントダウンイベント）

 地区開催開業 PR活動支援

 開業イベント連携事業

 市民参加おもてなし事業

 PRツール等作製、サポーター募集事業

 メディア活用 PR事業

 記念誌の作成 H27発行

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
・
イ
ベ
ン
ト
事
業

 新幹線開業 PR事業

 JR 提携 PR事業

 開業キャンペーン事業※

 JR 飯山線イベント列車※

 開業 PR「食」のイベント事業※

 開業イベント事業
 展示イベント

 スポーツイベント

 その他関連イベント※ 冠事業
の開催

5/17 8/15 10/18.19 15日
300日前イベント
駅舎合築都市施設
見学会

200日前イベント
プロジェクション・
マッピング

150日前イベント
飯山築城450年

上旬
新型車両試験走行
歓迎・見学会

飯山駅移設開業
イベント

30日前
イベント
飯山ジャ
ンプ大会

中旬
開業記念式典
開業イベント

菜の花まつり 灯籠まつり
花フェスタ

上旬

5/3～5 8/9 10/4.5
10/18.19 飯山城築城450年

2/7.8
雪まつり・かまくらまつり

6/21
走る農家レストラン

11/1
走る農家レストラン

中旬
開業記念イベント列車

事　業　実　施

・駅前、商店街へのフラッグ等の掲示、イベントへの参加おもてなし行動　・「咲かせよう菜の花プロジェクト」
開業PR用年賀状の送付

カウントダウン・ボード、垂れ幕、グッズ等の作製・サポーター募集

菜の花まつり飯山駅周辺放映5/3～5
テレビスポット、インターネット動画での配信

資料収集・整理、発行準備、映像記録

首都圏、北陸、関西方面JR駅へのPR看板掲出
長野新幹線車内へのPRポスター掲出

トランヴェール掲載
大阪市、観光交流都市、近隣自治体等での開業PRの実施

「しあわせ信州シェアスペース（仮）」を活用した開業PRの実施

駅弁コンテスト
9/28 信越自然郷うまいもの市

駅弁コンテスト

上旬 信越自然郷収穫祭（仮）

ふるさと館、美術館等での企画展示の開催

7/8 健康フォーラム inいいやま
8/1 市制施行60周年記念式典

新中央橋完成

9/28 北信州ハーフマラソン大会
10/12 市内一周駅伝大会

2/15
飯山ジャンプ大会

6/1 アスパラまつり
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Ｊ
Ｒ
飯
山
駅
か
ら
市
民
会
館
ま

で
行
わ
れ
た
凱
旋
パ
レ
ー
ド
に
は

竹
内
選
手
を
一
目
見
よ
う
と
沿
道

に
２
５
０
０
人
の
皆
さ
ん
が
集
ま

り
、
温
か
な
声
援
が
送
ら
れ
ま
し

た
。

　

市
民
会
館
で
は
市
民
栄
誉
賞

贈
呈
式
と
メ
ダ
ル
獲
得
報
告
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

市
民
栄
誉
賞
贈
呈
式
の
冒
頭

で
足
立
市
長
は
「
竹
内
選
手
の
ど

ん
な
状
況
に
あ
っ
て
も
今
で
き
る

力
を
最
大
限
発
揮
し
、
果
敢
に

挑
む
姿
は
私
た
ち
に
限
り
な
い
勇

気
と
大
き
な
感
動
を
与
え
て
く
れ

た
。
新
幹
線
開
業
を
控
え
国
際
的

な
気
運
も
高
ま
る
中
で
、
竹
内
選

手
と
と
も
に
世
界
に
羽
ば
た
く
飯

山
市
の
実
現
に
向
け
一
層
努
力
し

て
い
き
た
い
。」
と
式
辞
を
述
べ
ま

し
た
。

　

竹
内
選
手
は
「
飯
山
の
ジ
ャ
ン

プ
台
で
追
い
求
め
て
き
た
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
メ
ダ
ル
を
持
ち
帰
り
、
市

民
の
皆
さ
ん
に
報
告
で
き
る
こ
と

を
た
い
へ
ん
嬉
し
く
思
う
。
雪
深

く
、
自
然
豊
か
な
飯
山
で
子
ど
も

の
頃
か
ら
思
う
存
分
体
を
動
か
し

て
生
活
し
て
き
た
こ
と
が
今
の
私

の
土
台
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
メ

ダ
ル
は
飯
山
で
支
え
て
く
だ
さ
っ

た
ジ
ャ
ン
プ
関
係
者
は
じ
め
、
応

援
し
て
く
だ
さ
っ
た
市
民
の
皆
様

の
支
え
で
獲
得
し
た
メ
ダ
ル
。
体

調
も
良
く
な
り
つ
つ
あ
り
、
4
年

後
の
ピ
ョ
ン
チ
ャ
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
で
は
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
、
ま

た
飯
山
に
持
っ
て
帰
っ
て
き
た

い
。」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
こ
の
あ
と
メ
ダ
ル
獲
得
報
告
会

で
は
ト
ー
ク
ラ
イ
ブ
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
ソ
チ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の

舞
台
裏
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
ス
タ
ー

ト
ゲ
ー
ト
で
の
心
境
な
ど
を
語
ら

れ
ま
し
た
。
城
南
中
学
校
の
後
輩

か
ら
の
質
問
に
対
し
、
中
学
生
時

代
を
振
り
返
り
精
神
的
な
ア
ド
バ

イ
ス
を
す
る
一
幕
も
あ
り
ま
し
た
。

　

竹
内
択
選
手
は
今
年
27
歳
、
ス

ポ
ー
ツ
選
手
に
と
っ
て
円
熟
期
を

迎
え
る
こ
れ
か
ら
も
飯
山
市
の
希

望
の
星
と
し
て
、
さ
ら
な
る
活
躍

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

「
飯
山
の
ジ
ャ
ン
プ
台
で
追
い
求
め
て
き
た
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
メ
ダ
ル
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
携
え
て
竹
内
択
選
手
凱
旋

JR 飯山駅を出発したパレード

市民栄誉賞を受ける竹内選手

満員の市民会館で行われたトークライブ

地元のヒーローと写真撮影
をする子どもたち

訂　

正
（
市
報
4
月
号
）

　

4
月
号
19
㌻
の
集
落(

団
体
）

へ
の
支
援
事
業
の
中
で
【
自
主

防
災
組
織
等
活
動
支
援
事
業
】

【
自
主
防
災
組
織
育
成
強
化
事

業
】【
消
火
栓
放
水
器
具
等
設

置
事
業
】
の
担
当
係
は
危
機
管

理
防
災
課
防
災
消
防
係
の
誤
り

で
す
。
ま
た
【
消
火
栓
放
水
器

具
等
設
置
事
業
】
に
つ
き
ま
し

て
は
、
同
一
内
容
が
二
段
に
わ
た

り
掲
載
と
な
っ
て
い
ま
す
。
訂

正
し
て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

う
ら
ら
か
な
春
の
日
和
と
な
っ
た
4
月
13
日
、ソ
チ
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
ス
キ
ー
ジ
ャ
ン
プ
団
体
で
銅
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
竹
内
択
選
手
が
飯

山
市
に
凱
旋
し
、
パ
レ
ー
ド
や
市
民
栄
誉
賞
贈
呈
式
、
メ
ダ
ル
獲
得
報

告
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

春
　

5
月
3
日
か
ら
5
日
、
瑞
穂

の
菜
の
花
公
園
で
は
第
31
回
い
い

や
ま
菜
の
花
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
「
菜
の
花
さ
か
せ
る
か
い
」
の

皆
さ
ん
が
手
塩
に
か
け
て
育
て
た

菜
の
花
は
今
年
も
見
事
に
咲
き
誇

り
、
一
面
黄
色
の
世
界
は
訪
れ
た

お
客
様
に
感
動
と
心
の
安
ら
ぎ
を

いいやま菜の花まつり
菜の花公園（5月 4日撮影）

東小学校児童による「菜の花弁当」
販売に長蛇の列

　東小学校児童がメニューを考え、食
文化の会「菜の花」の皆さんが調理し
た「菜の花弁当」が 5 月 3 日、4 日、
会場で販売され、限定 80 個の弁当は
15 分で完売となる人気でした。

ECOMACO×岡学園によるファッションショーと
いいやま菜の花ウエディング

与
え
て
い
ま
し
た
。

　

前
半
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
３

日
間
で
約
２
万
６
千
人
の
お
客
様

が
来
場
さ
れ
た
会
場
で
は
、
今
年

も
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ

れ
、
清
々
し
い
春
の
空
気
を
感
じ

な
が
ら
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
ひ
と

と
き
を
楽
し
ま
れ
て
い
る
お
客
様

も
大
勢
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

サンライズバスに乗って
菜の花公園で早朝ヨガ体験

26組の団体が出演
第 13回朧月夜音楽祭

　5 月 4 日に行われた朧月夜音楽祭
には大阪や東京からの参加団体も含め
26 団体が春の風に乗せて爽やか演奏
を行いました。最後は菜の花の香りに
包まれた会場がひとつになって「朧月
夜」「ふるさと」を大合唱しました。

ファッション
ショーでは菜
の花で染めた
という黄色の
ドレスも披露
されました。

　長野市にあるファッション グラフィックデ
ザインの専門学校、岡
学園によるファッショ
ン シ ョ ー と「 い い や
ま 菜 の 花 ウ エ デ ィ ン
グ」と題した模擬結婚
式が 5 月 3 日に行われ
ました。ファッション
ショーでは飯山高校の
生徒らによる内山紙の
オブジェも会場に花を
添え、晴れやかな雰囲
気を演出しました。

爽やかな朝の菜の花公園で早朝ヨ
ガ体験が行われました。
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新
市
民
会
館
「（
仮
）
飯
山
ぷ
ら
ざ
」
建
設
工
事
が
着
工
さ
れ
ま
し
た

　

4
月
26
日
、
現
在
の
飯
山
市

民
会
館
に
か
わ
る
施
設
「（
仮
）

飯
山
ぷ
ら
ざ
」
の
安
全
祈
願
祭
が

行
わ
れ
、
建
設
工
事
が
着
工
さ
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
施
設
は
、大
小
２
つ
の
ホ
ー

ル
、
多
目
的
ル
ー
ム
な
ど
の
諸
室

と
、
こ
れ
ら
を
つ
な
ぐ
「
ナ
カ
ミ

チ
」
と
呼
ば
れ
る
開
か
れ
た
空
間

と
、
4
つ
の
特
徴
あ
る
「
庭
」
な

ど
が
備
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
施
設
内
外
の
空
間

を
、
市
民
の
皆
様
の
あ
ら
ゆ
る
活

動
を
最
大
限
生
か
し
た
、
芸
術
文

化
・
に
ぎ
わ
い
・
交
流
の
拠
点
と

し
て
い
き
ま
す
。

　
こ
こ
で
は
、
こ
の
施
設
の
工
事

と
設
計
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

2 階平面図
楽屋

ロビー楽屋
機械

■多目的諸室
○約 180㎡の多目的ルームは、
各種展示や会議、講演会、軽運
動などに利用ができる「ナカミ
チ」と「庭」をつなぐ開放的な
空間となります。
○多目的室は防音構造で音楽
スタジオとして利用ができま
す。

■小ホール
○固定式の座席数は 171 席、客席
後方に親子観覧室を 1室、楽屋は
1階 1室、2階 1室配置しました。
○内山和紙を内装に、自然光が差
し込む明るく繊細な質の高い音楽
ホールです。

■その他
○授乳室、ロッカー、事務・応接
室、楽器保管庫等の他、大小ホー
ルの演目が開催されない時間帯で
の、楽屋、シャワールーム、トイ
レの一般利用ができます。
○専用駐車場は約８０台分を敷地
内に確保します。大きなイベント
開催時等は、周辺公共施設との連
携により不足台数を確保します。

■大ホール
○座席使用時の客席数は 500
席（可動席 416席、固定席 84
席）、2階後方に親子観覧室を
1室配置しました。
○可動席を収納することで、客
席からステージが一体となる平
土間形式利用ができます。（約
494㎡）さらに、壁の一部を開
放することにより「ナカミチ」
とのつながりが生まれます。
○楽屋は 1階 2室、2階 1室、
演目開催時の客席トイレは 1
階に女性用 15、男性用 5（小

1階平面図
多目的室

ナカミチ

多目的ルーム

大ホール小ホール

大ホール平土間形式利用

大ホール

■ナカミチ
○大小２つのホールをはじめとする
各諸室と特徴ある４つの「庭」をつ
なぐ、にぎわいと交流の空間となり
ます。
○展示、イベント、ホワイエ、情報
交換、喫茶、親子スペースなど、日
常的な利用の中心となります。

11）、多目的・多機能をそれぞれ 1ず
つ配置しています。

親子スペース

ホワイエ ロビー（2階から）

施設の概要
■全体規模
　敷地面積：9,926.16㎡
　建築面積：2,863.47㎡
　延床面積：4,010.58㎡
　最高高さ：20.3m
　　地上３階建　ＲＣ造・
　　鉄骨造

南側（新幹線駅側）からの外観イメージ図

　

城
山
の
桜
が
満
開
に
な
っ
た
4

月
25
日
、
市
内
１
０
７
区
の
区
長

さ
ん
を
は
じ
め
来
賓
の
皆
さ
ん
、

行
政
関
係
者
が
一
堂
に
会
し
、
平

成
26
年
度
飯
山
市
区
長
総
会
が

市
民
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
の
冒
頭
で
足
立
市
長
は
、

「
新
幹
線
開
業
年
度
と
な
る
今
年

度
も
市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
開

業
の
気
運
を
高
め
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
行
政
の
根
幹
で
あ
る
安
心

安
全
な
市
民
生
活
を
守
る
と
い
う

こ
と
を
何
よ
り
も
大
切
に
考
え
た

い
。」
と
あ
い
さ
つ
し
、
区
長
の
皆

さ
ん
に
地
域
と
行
政
を
つ
な
ぐ
役

割
と
し
て
の
協
力
を
お
願
い
し
ま

し
た
。

　

総
会
で
は
平
成
26
年
度
予
算

お
よ
び
事
業
の
説
明
が
行
わ
れ
た

ほ
か
、
新
幹
線
や
駅
周
辺
の
進
捗

状
況
の
報
告
な
ど
も
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
ま
た
、
協
議
事
項
と
し
て
区
長

会
か
ら
各
地
区
の
現
状
に
関
わ
る

課
題
5
件
が
提
議
さ
れ
、
足
立
市

長
は
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
に
つ
い
て

答
弁
を
行
い
ま
し
た
。

　

総
会
の
最
後
に
は
、「
北
陸
新

幹
線
飯
山
駅
の
開
業
に
向
け
て
の

決
議
」「
㈲
飯
山
堆
肥
セ
ン
タ
ー

の
操
業
に
対
す
る
行
政
の
監
視
・

監
督
お
よ
び
指
導
の
徹
底
に
つ
い

て
の
決
議
」
が
全
員
一
致
で
採
択

さ
れ
ま
し
た
。

平
成
26
年
度
飯
山
市
区
長
総
会
開
催

鍬入れの儀を行う足立市長

（仮）飯山ぷらざ建設地（4月中旬）

飯山はすごくいいところ
　こういう場所におもしろい施設ができれば・・・

安全祈願祭であいさつをする
隈研吾さん

　設計に携わる隈研吾建築都市設計事務所・仲條一級建
築士事務所・監理共同企業体の隈研吾さんは東京大学教
授で 1997 年日本建築学会賞受賞、2002 年木の建築で
フィンランドスピリット・オブ・ネイチャー賞などを受
賞されていて、最近ではGINZA KABUKIZA（歌舞伎座
と歌舞伎座タワーの複合施設）の設計も行っています。
　安全祈願祭では、「文化施設でありながら交流の拠点
となるような施設を作りたい。」とあいさつされました。

建設工事の概要
●設計監理
　隈研吾建築都市設計事務所・仲條一級建築士事務所　設計・監理共同企業体
●建築工事施工者
　建築主体工事　清水建設株式会社
　電気設備工事　協栄・千曲電気特定建設工事共同企業体
　空気調和設備工事　マツハシ・宮本園特定建設工事共同企業体
　給排水衛生設備工事　金澤・山根屋特定建設工事共同企業体
　舞台特殊設備工事　株式会社サンケン・エンジニアリング
●工期　　平成 26年 3月 19日～平成 27年 9月 30日

楽屋搬入口
楽屋

授乳室

搬入口

事務室

トイレ

小ホール
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【募集職種および人数】
　上級（行政・土木）、中級（保育士）の各職種とも若干
名を募集。

【受験資格】
　平成 26年５月１日現在、飯山市に住民登録してあり市
内に居住（通学等のため市外に居住している方を含む）し
ている方。または採用後は飯山市に住所登録し、居住を予
定の方。
□上級（行政・土木）
　昭和 60年４月２日から平成 5年４月１日までに生まれ
　た方で、大学卒業者または大学卒業見込みの方。
□中級（保育士）
　昭和 60年４月２日から平成 7年４月１日までに生まれ
　た方で、保育士資格を有し県に登録済みの方。または平
　成 27年 3月 31 日までに取得する見込みで登録予定の
　方。
※受験できない方
　①日本国籍を有しない方
　②地方公務員法第 16条の欠格条項に該当する方

【一次試験の日時】（会場：飯山市役所 4階委員会室）
□期　日　７月 27日（日）（受付：午前８時 45分～）

【一次試験項目】
□上級（行政）：教養、性格、専門（政治学、行政学、憲法、
　行政法、民法、刑法、労働法、経済学、財政学、社会政
　策および国際関係）、作文

市職員を募集します
上級（行政・土木）、中級（保育士）

平成 27年４月１日採用予定

　市では平成 27 年４月１日採用予定の市職員（上級（行政・土木）
中級（保育士））を次のとおり募集します。

□上級（土木）：教養、性格、専門（数学・物理・応用力学・
　水理学・土質工学・測量・土木計画（都市計画含む）お
　よび土木施工）、作文
□中級（保育士）：教養、性格、専門（社会福祉、児童家
　庭福祉、保育の心理学、保育原理、保育内容および子ど
　もの保健）、作文

【一次試験の合格発表】
　平成 26年 8月中旬までに受験者全員に通知します。

【二次試験】
　二次試験（口述試験、資格調査）は９月下旬に実施し、
　最終合格発表は 10月中旬までに行う予定です。

【受験申し込み】
　市で交付する所定の申込書（市のホームページからもダ
　ウンロード可能）に必要事項を記入し、自筆の履歴書（※）
　を添えて市役所３階の庶務課へお持ちいただくか、郵送
　してください。
※履歴書には、必ず顔写真を貼付すること。様式はＡ４版
　の市販のものでかまいませんが、学歴・職歴・免許・資格・
　課外活動歴等を記載し、最終学歴欄には、必ず学部学科
　（専攻）名を記入すること。

【受験票の交付】
　受験の案内とともに交付します。

【申込受付期間】
　5月 16日（金）～ 6月 16日（月）
　（土・日曜は除く。郵送の場合は 6月 16日消印有効）

募 集 要 項
飯　山　市　役　所

飯山　華子
Hanako Iiyama

○○○部
○○○○課

※なお、初級職員の採用試験を９月に予定しています。　詳しくは
　広報 7月号でお知らせする予定です。

　

市
で
は
、
家
庭
か
ら
出
さ
れ
る

剪
定
枝
の
再
利
用
の
た
め
、
細
か

く
チ
ッ
プ
化
す
る
事
業
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
で
き
あ
が
っ
た
チ
ッ

プ
は
無
料
で
お
分
け
し
て
お
り
、

通
路
や
花
壇
等
に
敷
い
て
利
用
し

た
り
、
堆
肥
化
に
利
用
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

　

枝
の
搬
入
・
チ
ッ
プ
の
配
付
に

は
予
約
が
必
要
で
す
の
で
、
ご
希

「
剪せ

ん
て
い定
枝
」
チ
ッ
プ
化
し
ま
せ
ん
か
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市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
食

に
対
す
る
安
全
・
安
心
確
保
の
た

め
、
自
家
栽
培
し
た
野
菜
等
、
食

材
の
放
射
性
物
質
簡
易
測
定
（
N

ａ
Ｉ
シ
ン
チ
レ
ー
シ
ョ
ン
検
出
器

ガ
ン
マ
線
ス
ペ
ク
ト
ロ
メ
ト
リ
ー

放
射
能
測
定
器
に
よ
る
測
定
）
を

次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

【
対
象
者
】

市
内
に
住
所
の
あ
る
方（
法
人
を
除
く
）

【
対
象
食
材
】

ご
自
身
が
食
べ
る
た
め
に
市
内
で

自
家
栽
培
、
ま
た
は
市
内
で
採
取

し
た
野
菜
等
の
食
材

【
検
査
費
用
】　
無
料

【
検
査
申
込
】　

検
査
を
希
望
す
る
方
は
、
事
前
に

市
役
所
市
民
環
境
課
へ
来
庁
ま
た

　
市
民
環
境
課 

生
活
環
境
係 

☎
62
３
１
１
１ 

内
線
１
９
１・１
９
2

食
の
安
全
・
安
心
を
守
る
た
め
に･･･

　

自
家
栽
培
食
材
等
の
放
射
性
物
質
簡
易
測
定
を
行
い
ま
す

は
電
話
に
よ
り
予
約
を
お
願
い
し

ま
す
。
予
約
の
際
に
住
所
・
氏
名

（
世
帯
主
名
）・
電
話
番
号
・
食
材

名
を
お
聞
き
し
、
検
査
日
時
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

【
食
材
の
持
ち
込
み
】

予
約
時
に
指
定
さ
れ
た
日
時
に
、

検
査
場
所
で
あ
る
「
い
い
や
ま
女

性
セ
ン
タ
ー
未
来
」へ
下
処
理（
※
）

を
し
た
上
で
食
材
を
持
ち
込
ん
で

い
た
だ
き
、
検
査
申
請
書
に
記
入

を
お
願
い
し
ま
す
。（
食
材
は
検

査
終
了
後
お
返
し
し
ま
す
）

※
食
材
の
下
処
理

・
よ
く
水
洗
い
し
水
気
を
切
り
、

食
べ
る
部
分
を
細
か
く
刻
ん
だ
も

の
を
、
未
使
用
の
ビ
ニ
ー
ル
袋
に

６
０
０
㌘
以
上
入
れ
て
検
査
場
所

に
持
ち
込
む
。（
腐
っ
た
り
、
か
び

た
り
し
て
い
な
い
も
の
を
常
温
の
状

態
で
持
ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
）

【
結
果
の
通
知
】

　
検
査
結
果
は
原
則
、
当
日
の
う

ち
に
通
知
し
ま
す
。
※
検
査
結
果

の
証
明
書
等
は
発
行
で
き
ま
せ
ん
。

【
そ
の
他
】

・
１
回
の
申
し
込
み
で
検
査
を
依

頼
で
き
る
食
材
は
２
品
ま
で
と

し
、
２
回
目
以
降
は
、
他
の
申
込

者
が
優
先
と
な
り
ま
す
。

・
検
査
結
果
は
、
随
時
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
で
公
表
し
ま
す
。

・
検
査
の
結
果
、
高
い
数
値
が
出

た
場
合
は
、
県
な
ど
に
よ
る
精
密

検
査
に
ご
協
力
い
た
だ
く
場
合
が

あ
り
ま
す
。

第 5回

　エコパーク寒川では施設を一般公開し、ごみ
に対する認識を深めていただくために、ごみの
減量・リサイクル等をテーマにした「エコパー

　

飯
山
市
の
ご
み
を
処
理
し
て
い

る
エ
コ
パ
ー
ク
寒
川
は
、
通
常
土

曜
・
日
曜
・
祝
日
は
休
業
日
で
す

が
、
以
下
の
と
お
り
ご
み
の
臨
時

受
入
を
行
い
ま
す
。

　

平
日
に
お
越
し
に
な
れ
な
い
方

な
ど
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
受
入
日

■日 時  ６月 15 日㊐ 午前 10時～正午
■場 所  エコパーク寒川

　エコパーク寒川 　☎ 69-1085

第 5回
　エコパーク寒川 　☎ 69-1085

エコパーク寒川フェア
  地元藤沢区からタケノコ汁のサービスも・・・

望
の
方
は
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

【
搬
入
で
き
る
剪
定
枝
】

　
一
般
家
庭
の
庭
木
の
剪
定
枝（
直

径
15
㌢
以
内
、
長
さ
１
８
０
㌢
以
内
、

枝
の
最
大
幅
60
㌢
以
内
の
も
の
）

【
対
象
と
な
ら
な
い
も
の
】

　
竹
類
、
つ
る
類
、
つ
た
類
、
バ

ラ
類
、
ウ
ル
シ
の
ほ
か
事
業
活
動

に
よ
っ
て
排
出
さ
れ
た
木
・
枝

飯　山　市　役　所

飯山　花子
Hanako Iiyama

○○○部
○○○○課

飯　山　市　役　所飯　山　市　役　所

エ
コ
パ
ー
ク
寒
川　

休
日
臨
時
受
入
日
の
お
知
ら
せ

　
エ
コ
パ
ー
ク
寒
川　
☎
69
１
０
８
５6

月
7
日
㈯
・
8
月
9
日
㈯
・

10
月
11
日
㈯

■
受
入
時
間

　
午
前
9
時
〜
午
前
11
時

■
出
せ
る
ご
み
の
種
類

　
も
え
る
ご
み
、
も
え
な
い
ご
み
、

　
粗
大
ご
み
（
資
源
物
は
受
け
入

　
れ
で
き
ま
せ
ん
）

■
注
意
事
項

・
搬
入
の
際
は
、
シ
ー
ト
を
か
ぶ

せ
る
な
ど
し
て
ご
み
が
飛
散
し
な

い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

・
エ
コ
パ
ー
ク
寒
川
周
辺
の
道
路

は
桑
名
川
・
藤
沢
区
の
生
活
道
路

で
す
の
で
最
徐
行
で
ご
通
行
く
だ

さ
い
。

【講習・体験コーナー】
・段ボールを使った生ごみ堆肥化、廃油を使った石けん作り講習コーナー
・牛乳パックを使ったハガキづくり体験コーナー
【イベントコーナー】
・タケノコや山菜の販売、タケノコ汁サービス（藤沢区協賛）
・岡山小学校児童による手作り作品の販売
・つきたて餅のサービス、温泉たまごの販売  他

飯山市を担当する行政相談委員さん
行政などへの意見や要望をお聞きします

庶務課 庶務係 ☎ 62-3111 内線 333

　行政相談委員制度は、市民の方から行政サービスに対す
る苦情や意見、要望などについて、行政相談委員を通じて
お聞きし、解決や実現を図ろうとする制度です。
　このための身近な窓口が、行政相談委員です。
　飯山市では飯山地区金山の小出正明さん（☎ 62-5048）

が総務大臣から委嘱された行政相談委員です。
　毎月 20 日（当日が土日の場合はその次の平日）に飯山
市福祉センターで開催される総合相談のほか、自宅や電話
でも相談に応じていますので、お気軽にご相談下さい。
なお、相談は無料で、秘密は固く守られます。

ク寒川フェア」を開催します。地元藤沢区の皆様のご協力による、タケノ
コ汁のサービスやタケノコの販売コーナーもあります。大勢の皆さんのご
来場をお待ちしています。
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6 月期支給日は、6 月10 日（火）です
子ども課 子育て支援係  ☎ 62-3111 内線 364 　市では家庭内での子育てや高齢者介護など世代間

で支え合っていただこうと、親等と同居するための
住宅を新築・増築する場合に補助金を交付する「三
世代等同居住宅建設支援事業」を行っています。
■対　象　者
　平成 27年 3月 31日までの間に資金を借り入れ、
　市内に住宅を新築・増築し親等と同居する方。
※ 親等とは住宅を新築・増築する年度の 3月 31日までに 60歳以上となる
　 父母・祖父母等の親族をいいます。
※ 同居とは親等の住宅の同一敷地に住宅を建設する場合も含みます。（同一
　 敷地の詳細についてはお問い合わせください。）
※ 同居する親等が住宅を新築・増築する場合は対象となりません。
■補助金額
　建設資金借入金額の 3％相当額（上限 45万円）を建設年度に限り補助。

●三世代等同居住宅建設支援事業

　「空き家バンク」制度は、市内の使用されていな
い住宅・宅地等を所有者の方から登録をしていただ
き、物件の購入・賃借を希望する方々へ、市から空
き家情報を提供するものです。

①賃貸・売却物件の登録
「空き家バンク登録申込書」へ必要事項を記入のうえ、
市役所いいやま住んでみません課へ提出してください。

②現地確認　市担当者と宅建協会担当者が現地調査。

③空き家情報の提供
調査の結果、適正な物件と認められると空き家バンク
登録され、ホームページ・市窓口で情報提供を行います。

④物件の交渉
物件の申し込みがあると宅建協会の仲介により交渉（法
律に基づく仲介手数料がかかります）

「空き家バンク」制度のご活用を

「空き家バンク」への空き家情報登録の流れ

①　個人住宅建設への支援

②　中古住宅購入への支援

  いいやま住んでみません課 移住定住係   ☎ 62-3111 内線 252 い
い
や
ま

い
い
や
ま
にに

住住
み
た
い

み
た
い

　
四
季
折
々
に
美
し
い
情
景
を
見
せ
る
日

本
の
ふ
る
さ
と
飯
山
市
。

　
市
で
は
、
飯
山
市
に
移
り
住
ん
で
い
た

だ
く
方
や
三
世
代
等
の
同
居
を
考
え
て
い

る
方
を
対
象
に
、
支
援
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
「
空
き
家
バ
ン
ク
」
制
度
を
推
進

し
、
空
き
家
の
有
効
活
用
と
移
住
・
定
住

事
業
の
促
進
を
図
り
ま
す
。

■対 象 者　建設年度に夫婦のいずれかが 40 歳未満または 20 歳未満 
   の子どもと同居する夫婦で次の①～②のいずれかに該当する家庭
　①市外から新たに転入しようとする夫婦
　②市外から転入して３年以内で、現在賃貸住宅に居住している夫婦
　※三世代等同居住宅建設支援事業に該当する場合は対象となりません。

【補助金額】
◇土地開発公社住宅分譲地に市内業者請負で建設の場合
　１５０万円（市内建設業者請負でない場合 120万円）
◇民有地に市内業者請負で建設の場合
　１００万円（市内建設業者請負でない場合 80万円）
■交付対象期間
　平成 26年４月１日～平成 27年３月 31日の間に住宅を建設（完成）
　し住所を移される方市営住宅入居者募集

　市では、市営住宅について、下記のとおり補充入居者を募集しま
す。申込方法、入居資格等詳しくは、いいやま住んでみません課ま
でお問い合わせください。

【募集団地・戸数】
○一般募集
　・水上団地（曙町）2戸　・堤下住宅（上倉）1戸　・本町団地　1戸
　・戸狩住宅　1戸　・木島若者住宅（上新田）3戸
○随時募集
　・地域特別賃貸住宅（野坂田）1戸

【申込用紙配布・募集受付期間】（土日祝祭日を除く）
　5月 26日㈪～ 6月 6日㈮（受付時間 8:30 ～ 17:15）
　※随時募集は当分の間受付し、定員になり次第締め切ります。

【選考方法ついて】
　申込件数が募集戸数を超えた場合は抽選とします。
　抽選日時 : 6 月 17日㈫ 10:00 ～  　市役所４階第 1委員会室
◆現在随時募集中の団地・戸数
　・曙町団地　1戸　・神明ヶ丘若者住宅（奈良沢）1戸

をを
応
援
し
ま
す

応
援
し
ま
す

●移住 ･ 定住支援住宅建設促進事業

■対 象 者　定住を目的として中古住宅を取得する方で、次の①～②の
　いずれかに該当する方
　①市外から新たに転入しようとする方
　②市外から転入して３年以内で、現在賃貸住宅に居住している方

【補助金額】
◇住宅購入年度に夫婦のいずれかが 40 歳未満、または 20 歳未満の子
　どもと同居する夫婦
　購入および改修費用の 1/2 以内の額で最大 80 万円
◇上記以外の方
　購入および改修費用の 1/2 以内の額で最大 40 万円
■交付対象期間
　平成 26年４月１日～平成 27年３月 31日までに購入し飯山市に住
　所を移される方

※三世代等同居住宅建設支援事業、移住・定住支援住宅建設促進事業
　につきましては、その他の補助要件もありますので詳しくは、いい
　やま住んでみません課移住定住係までお問い合わせください。

　

地
方
公
共
団
体
が
実
施
す
る
防
災
や

減
災
の
た
め
の
施
策
に
要
す
る
費
用
の

財
源
を
確
保
す
る
た
め
、「
東
日
本
大
震

災
か
ら
の
復
興
に
関
し
地
方
公
共
団
体

が
実
施
す
る
た
め
の
施
策
に
必
要
な
財

源
の
確
保
に
係
る
地
方
税
の
臨
時
特
例

に
関
す
る
法
律
」
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
伴
い
平
成
26
年
度
か
ら
10
年

間
、
個
人
住
民
税
均
等
割
額
は
復
興
特

別
税
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
５
０
０
円
が
加

算
さ
れ
下
記
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

個
人
住
民
税
（
市
県
民
税
）
の

　
　
　
　
　
　

均
等
割
額
が
改
正
さ
れ
ま
す

　
税
務
課
市
民
税
係　
☎
62
３
１
１
１ 

内
線
１
６
１・１
６
２

税目 平成25年度
（改正前）

平成26年度
（改正後）

市民税均等割額
（年額） 3,000 円 3,500 円

県民税均等割額
（年額） 1,500 円 2,000 円

合計 4,500 円 5,500 円

平成 26 年度（平成 25 年中）
所得証明書の発行開始日は

6 月 13 日（金）です
　本人または住民票上同居のご家族が、税務課
窓口で交付請求される場合は、本人確認のため
の免許証と認印をお持ちください。
　発行手数料は 1 件 300 円です。

※県民税均等割には、平成 20 年度か
ら実施されている長野県森林づくり県
民税分の 500円を含みます。

　

妊
婦
が
風
し
ん
に
か
か
る
と
赤

ち
ゃ
ん
に
も
感
染
し
、
目
や
耳
の

不
調
、
心
臓
に
疾
患
が
あ
る
な
ど

「
先
天
性
風
し
ん
症
候
群
」
と
い

う
病
気
に
か
か
っ
て
し
ま
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
県
で
は
妊
娠
前
の
女

性
や
家
族
を
対
象
に
左
記
の
と
お

り
無
料
の
風
し
ん
抗
体
検
査
を
実

施
し
ま
す
。

【
対
象
者
】

①
妊
娠
を
希
望
し
て
い
る
女
性　

（
妊
娠
中
の
方
は
該
当
し
ま
せ
ん
）

②
妊
娠
し
て
い
る
女
性
の
配
偶
者

長
野
県
北
信
保
健
福
祉
事
務
所    　　 

☎
62
６
１
０
４

保
健
福
祉
課 

健
康
増
進
係　
　
　
☎
62
３
１
１
１ 

内
線
１
８
７

無
料
の
風
し
ん
抗
体
検
査
を
実
施
し
ま
す

な
ど
の
家
族

③
風
し
ん
抗
体
価
が
低
い
妊
婦
の

配
偶
者
な
ど
の
家
族

た
だ
し
、「
過
去
に
風
し
ん
抗
体

検
査
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
方
」、

「
今
ま
で
に
風
し
ん
に
か
か
っ
た
こ

と
が
あ
る
方
」、「
１
回
以
上
風
し

ん
ま
た
は
、
麻
し
ん
風
し
ん
混
合

の
予
防
接
種
を
受
け
た
こ
と
が
あ

る
方
」
は
対
象
外
。

【
お
申
し
込
み
先
】

　
北
信
保
健
福
祉
事
務
所

【
検
査
実
施
日
】

　
毎
週
木
曜
13
時
〜
15
時

いいやま住んでみません課 住宅係   ☎ 62-3111 内線 252

　

４
月
30
日
、
市
役
所
に
お
い

て
、
飯
山
市
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
平
成
26
年

度
の
体
制
が
、
次
の
と
お
り
決
ま

り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

（
敬
称
略
）

▼
委
員
長

　

阿
部 

紀
雄
（
飯
山
・
田
町
）

▼
同
職
務
代
理
者

　

飯
島 

秀
夫
（
木
島
・
上
新
田
）

▼
委　

員

　

丸
山 

洋
一
（
常
盤
・
大
倉
崎
）

　

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

は
、
固
定
資
産
税
の
納
税
者
が
、

固
定
資
産
課
税
台
帳
に
登
録
さ
れ

た
価
格
に
つ
い
て
不
服
が
あ
り
審

査
の
申
し
出
を
し
た
場
合
に
、
こ

れ
を
審
査
決
定
す
る
機
関
で
す
。

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
の
新
体
制阿部 紀雄 委員長

児
童
手
当

　児童手当の支給は、2 月・6 月・10 月の各月に、
支給月の前月分まで（4 カ月分）を指定金融機関
口座に振り込みます。
 ６月は、２月から 5 月分の手当が支給となりま
すので、ご確認をお願いします。
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平
成
26
年
度
の
飯
山
市
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会

各
地
区
育
成
会
長
と
、
飯
山
市
青
少
年
育
成
補
導
員
の

み
な
さ
ん
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

両
会
の
み
な
さ
ん
は
、
青
少
年
健
全
育
成
の
た
め
に
、

日
々
積
極
的
に
活
動
を
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
ど
う
ぞ
本

年
度
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
に
ご
理
解
と
ご
支
援
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

■
市
役
員

　

会　

長　

関
谷
公
典

　

副
会
長　

木
原　

茂

　

副
会
長　

小
林
弘
幸

■
各
地
区
会
長

　
飯
山
地
区　

江
口
正
広

　
秋
津
地
区　

坪
根
良
二

　
木
島
地
区　

中
澤
伸
夫

　
瑞
穂
地
区　

小
坂
洋
成

　
柳
原
地
区　

丸
山
俊
一

　
富
倉
地
区　

丸
山
富
夫

　
外
様
地
区　

清
水
祐
子

　
常
盤
地
区　

鈴
木
勇
治

　
太
田
地
区　

木
原　

茂

　
岡
山
地
区　

小
林
弘
幸

子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会
役
員
、

青
少
年
育
成
補
導
員
の
皆
さ
ん

【
飯
山
小
学
校
区
１
班
】

○
千
坂
経
悦
（
曙
町
）

　

足
立
富
夫
（
新
町
）

　

正
治
睦
子
（
鉄
砲
町
）

　

山
本
順
一
（
金
山
）

　
斯
波
洋
二
郎
（
斑
尾
）

　

德
永
吉
彦
（
飯
山
小
）

　
桐
原
さ
や
か
（
城
南
中
）

　
久
保
田
真
一
郎（
飯
山
高
）

【
飯
山
小
学
校
区
２
班
】

○
山
田
冬
彦
（
市
ノ
口
）

　

久
保
田
悍
（
福
寿
町
）

　

小
林
隆
一
（
神
明
町
）

　

小
林
広
志
（
北
町
）

　

勝
見
柔
愛
（
飯
山
小
）

　

冨
田　

武
（
城
南
中
）

　

木
村　

徹（
飯
山
北
高
）

【
秋
津
小
学
校
区
班
】

○
田
中
秀
穂
（
大
久
保
）

　
森
山
真
理
子
（
中
山
根
）

　

清
水
俊
文（
茂
右
エ
門
新
田

）

　

西
澤
直
人
（
北
畑
）

　

大
口
義
人
（
秋
津
小
）

　
栁
澤
恵
理
子
（
城
南
中
）

　

上
田　

孝
（
飯
山
高
）

【
木
島
小
学
校
区
班
】

○
岩
見
嘉
郎
（
天
神
堂
）

　

出
澤
一
雄
（
山
岸
）

　

鈴
木
秀
則
（
安
田
）

　

小
川
基
司
（
坂
井
）

　

唐
澤
伸
治
（
木
島
小
）

　

江
守
義
和
（
城
南
中
）

【
東
小
学
校
区
班
】

○
丸
山
正
広
（
福
島
）

　
村
越
知
恵
美
（
富
田
）

　

宮
澤
千
早
（
神
戸
）

　
米
持
美
知
代
（
関
沢
）

　

桜
井　

孝
（
東
小
）

　

千
野　

悟
（
城
北
中
）

【
泉
台
小
学
校
区
班
】

○
飯
澤
達
也
（
尾
崎
）

　

岸
田
晃
一
（
山
口
）

　

田
中　

実
（
四
ツ
屋
）

　

髙
橋
京
子
（
泉
台
小
）

　

千
野　

悟
（
城
北
中
）

【
常
盤
小
学
校
区
班
】

○
梨
元　

茂
（
大
倉
崎
）

　

平
野
一
広
（
大
池
）

　

油
科　

学
（
上
野
）

　

藤
田
茂
樹
（
常
盤
小
）

　

仲
條
正
士
（
城
北
中
）

【
戸
狩
小
学
校
区
班
】

○
江
沢
美
絵
子
（
五
荷
）

　
小
林
え
つ
子
（
柏
尾
）

　

沼
田
幸
夫
（
小
泉
）

　

青
木
盛
一
（
蕨
野
）

　

江
口
崇
介
（
羽
広
山
）

　

荻
原
章
一
（
戸
狩
小
）

　

田
中
新
一
（
城
北
中
）

　

佐
藤
友
紀（
飯
山
北
高
）

【
岡
山
小
学
校
区
班
】

○
月
岡
靖
隆
（
藤
沢
）

　

江
尻
和
裕
（
西
大
滝
）

　

大
口
和
彦
（
岡
山
小
）

　

仲
條
正
士
（
城
北
中
）

  

ス
ポ
ー
ツ
生
涯
学
習
課 

生
涯
学
習
係   

☎
62
３
１
１
１ 

内
線
３
５
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飯
山
市
子
ど
も
会
育
成
連

絡
協
議
会
（
25
・
26
年
度
期
）

飯
山
市
青
少
年
育
成

補
導
員
会（
25・26
年
度
期
）

■
市
役
員

　

会　

長　
田
中
秀
穂

　

副
会
長　
江
沢
美
絵
子

　

副
会
長　
月
岡
靖
隆

■
各
小
学
校
区
補
導
員

（
○
印
は
班
長
）

（胸部レントゲン検診）（胸部レントゲン検診）
結核検診の日程
保健福祉課 健康増進係 ☎ 62-3111 内線 181・182

【対象者】65 歳以上　【受診料】　無料
地 区 実施日 会場名 受付時間

岡 山 6/16
（月）

温井公民館 9:10 ～ 9:30
羽広山多目的集会所 9:40 ～ 9:55
土倉冬期分校 10:05 ～ 10:15
柄山冬期分校 10:25 ～ 10:35
西大滝公民館 11:00 ～ 11:20
藤沢多目的集会所 11:30 ～ 12:00
岡山地区活性化センター 13:10 ～ 13:55
下境公会堂 14:10 ～ 14:20
上境多目的センター 14:30 ～ 14:50

外 様
6/17
（火）

外様地区活性化センター 9:00 ～ 10:30

常 盤 常盤保育園 10:50 ～ 11:50
常盤地区活性化センター 13:00 ～ 14:00

瑞 穂 柏尾研修集会施設 14:20 ～ 15:20

常 盤 6/18
（水）

小沼構造改善センター 9:00 ～ 10:20
大倉崎生活改善センター 10:35 ～ 11:20
戸狩コミュニティセンター 13:00 ～ 14:00

太 田 6/19
（木）

小境多目的集会所 9:00 ～ 10:00
太田地区活性化センター 10:10 ～ 11:00
曽根農業生活改善センター 11:20 ～ 11:50
勤労青少年ホーム 13:00 ～ 14:00

飯 山

6/20
（金）

保健センター 9:00 ～ 10:30

秋 津

新田創造館 10:50 ～ 11:10
中山根集落センター 11:30 ～ 12:00
秋津地区活性化センター 13:10 ～ 14:20
いいやま人権福祉センター 14:40 ～ 15:20

木 島 6/23
（月）

安田農業生活センター 9:00 ～ 9:45
其綿区民センター 10:00 ～ 10:20
木島地区活性化センター 10:30 ～ 11:50
坂井多目的集会所 13:00 ～ 14:00
天神堂農業出荷センター 14:10 ～ 15:00

瑞 穂 6/24
（火）

福島農業生活改善センター 9:00 ～ 9:25
瑞穂保育園 9:35 ～ 10:25
関沢農業生活改善センター 10:40 ～ 11:20
小菅生活改善センター 11:35 ～ 12:00

飯 山 市ノ口公会堂 13:30 ～ 14:20
しろやま保育園 14:30 ～ 15:00

柳 原
6/25
（水）

柳原地区活性化センター 9:00 ～ 10:00
笹川公民館 10:15 ～ 11:00
大川交流センター 11:15 ～ 11:40

富 倉 富倉地区活性化センター 13:00 ～ 13:40
濁池防雪管理棟 13:55 ～ 14:10

柳 原 涌井公会堂 14:30 ～ 14:40

飯 山 6/26
（木）

保健センター 8:40 ～ 10:10
しろやま保育園 10:20 ～ 11:40
飯山市公民館 13:00 ～ 14:20
十三ケ丘公会堂 14:40 ～ 14:50
分道生活改善センター 15:10 ～ 15:20
斑尾高原 山の家 15:40 ～ 15:50

飯 山 6/27
（金）

デリシア飯山店駐車場 9:00 ～ 11:00
城南中学校 11:10 ～ 11:40
奈良沢公会堂 13:00 ～ 14:00
上町児童センター 14:10 ～ 15:30

　

飯
山
市
で
は
、
75
歳
以
上
の
方

の
生
活
習
慣
病
予
防
と
健
康
の
保

持
の
た
め
、
後
期
高
齢
者
医
療
に

加
入
さ
れ
て
い
る
方
を
対
象
と
し

た
人
間
ド
ッ
ク
検
査
費
用
の
補
助

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
対
象
に
な
る
方
や
、
申
請
方
法

は
下
記
の
と
お
り
で
す
。

【
補
助
対
象
者
】（
全
て
満
た
す
方
）

①
後
期
高
齢
者
医
療
加
入
者
で

　
飯
山
市
に
住
民
登
録
の
方

②
人
間
ド
ッ
ク
の
検
査
結
果
を
飯

　
山
市
へ
提
供
で
き
る
方

③
市
が
行
っ
て
い
る
健
康
診
査
を

　
受
け
な
い
方
ま
た
は
受
け
る
予

　
定
の
な
い
方

【
補
助
金
額
】

　
１
万
５
千
円
（
１
泊
２
日
ド
ッ

ク
、日
帰
り
ド
ッ
ク
と
も
に
同
額
）

【
申
請
に
必
要
な
も
の
】

▼
飯
山
市
後
期
高
齢
者
医
療
人

間
ド
ッ
ク
補
助
金
交
付
申
請
書

▼
保
険
証
▼
検
査
結
果
▼
領
収

書
▼
印
鑑
▼
振
込
先
口
座（
通
帳
等
）

【
注
意
事
項
】

○
補
助
金
の
交
付
は
１
年
度
に
つ

　
き
１
回
で
す
。

○
補
助
金
の
申
請
書
等
の
必
要

　
書
類
は
人
間
ド
ッ
ク
受
診
後
に

　
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

 

保
健
福
祉
課 

健
康
増
進
係 
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後
期
高
齢
者
医
療

 

人
間
ド
ッ
ク
検
査
費
用
補
助
の
お
知
ら
せ

【
応
募
期
間
】

  

5
月
20
日
㈫
か
ら
6
月
20
日
㈮

【
補
助
金
の
交
付
対
象
】

（1）
団
体
お
よ
び
個
人

　

次
の
全
て
の
条
件
を
満
た
す
団

体
お
よ
び
個
人
（
ク
ラ
ブ
活
動
等

は
対
象
外
）

①
青
少
年
（
高
校
生
以
下
）
の
健

全
育
成
に
係
る
自
主
的
か
つ
営
利

を
目
的
と
し
な
い
団
体
等
で
市
内

を
活
動
基
盤
と
す
る
ス
ポ
ー
ツ
ま

た
は
文
化
活
動
を
行
う
団
体
等

②
全
国
大
会
出
場
や
県
大
会
で

上
位
の
競
技
水
準
ま
た
は
活
動
水

準
を
目
指
す
団
体
等

（2）
交
付
の
条
件（
要
全
条
件
を
満
た
す
）

①
育
成
事
業
に
か
か
る
計
画
お
よ

び
予
算
が
策
定
さ
れ
て
い
る
こ
と

②
補
助
金
の
収
入
が
当
該
団
体

等
の
主
た
る
収
入
で
な
い
こ
と

③
対
象
の
活
動
に
つ
い
て
市
の
他

の
補
助
金
を
受
け
て
い
な
い
こ
と

④
事
業
計
画
の
内
容
に
妥
当
性

が
あ
り
、
団
体
等
の
継
続
的
な
活

動
が
期
待
さ
れ
る
も
の
ま
た
は
活

動
実
績
や
事
業
内
容
の
充
実
に
よ

り
、
そ
の
後
の
活
動
に
有
効
で
あ

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
も
の

※
次
の
事
業
は
交
付
対
象
外
で
す
。

・
宗
教
関
連
事
業
お
よ
び
公
序
良

俗
に
反
す
る
事
業

・
専
ら
特
定
の
企
業
、
団
体
お
よ

び
個
人
の
利
益
を
追
求
す
る
た
め

の
事
業

【
対
象
と
な
る
経
費
】

　

指
導
者
へ
の
報
酬
や
交
通
費
、

備
品
費
な
ど
の
費
用

【
補
助
額
】

　

補
助
金
の
額
は
交
付
対
象
経

費
の
10
分
の
8
以
内
で
、
以
下
の

金
額
を
限
度
額
と
し
ま
す
。な
お
、

補
助
金
の
交
付
は
、
一
団
体
ま
た

は
一
個
人
に
つ
き
５
回
を
限
度
と

し
ま
す
。

・
団
体
10
万
円
（
年
間
）　

・
個
人
4
万
円
（
年
間
）

【
応
募
方
法
】

　

応
募
さ
れ
る
団
体
等
は
、
交

付
申
請
書
、
事
業
計
画
書
等
関

係
書
類
を
添
付
し
て
事
務
局
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。（
申
請
書
は

市
教
育
委
員
会
窓
口
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
で
き
ま
す
）

【
申
請
書
類
提
出
先
、問
い
合
わ
せ
先
】

教
育
委
員
会
事
務
局
ス
ポ
ー
ツ
生

涯
学
習
課　
生
涯
学
習
係

平
成
26
年
度
飯
山
市
青
少
年
健
全
育
成
団
体
等

　

特
別
支
援
事
業
補
助
金
交
付
団
体
等
を
募
集
し
ま
す

ス
ポ
ー
ツ
生
涯
学
習
課 

生
涯
学
習
係 
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市
で
は
、
飯
山
市
青
少
年
健
全
育
成
団
体
等
特
別
支
援
事
業
補
助
金
で

全
国
大
会
等
で
の
活
躍
を
目
指
す
団
体
や
個
人
の
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

　「65 歳」の節目の年齢をむかえられる方を対象に、
これからますます元気で過ごしていただくための
“ ヒント ” と “ コツ ” を知っていただき、介護予防
や介護保険制度の理解を深めていただくための健康
教室を下記の日程で開催します。

 保健福祉課 高齢者介護保険係 　☎ 62-3111 内線 185

節目の年齢の健康教室を開催します
とし

開催月 日にち 開催月 日にち
5月 5月 27日 ㈫ 11月 11月 25日 ㈫
6月 6月 24日 ㈫ 12月 12月 24日 ㈬
7月 7月 22日 ㈫ 1月 1月 27日 ㈫
8月 8月 26日 ㈫ 2月 2月 24日 ㈫
9月 9月 24日 ㈬ 3月 3月 24日 ㈫
10月 10月 28日 ㈫

時間：午前 9:30 ～ 10:30　会場：市役所 4階委員会室
教室の内容：健康チェック・健康講話・体操など

日時：７月８日（火）   14 時から　　会場：市民会館ホール

健康フォーラム in いいやま
～未来に向かって歩こう～　開催

　長寿県 “ 長野 ” の健康の秘密とは？
　自然・伝統食・ウォーキングから、ここ飯山でしか見つけられな
いモノを再発見しましょう。ぜひご参加ください。

 保健福祉課 高齢者介護保険係 　☎ 62-3111 内線 185

※ 当日、「介護保険被保険者証」の交付を行います。
※ 65 歳の誕生日の前月に個々にご案内いたします。

北陸新幹線飯山駅開業イベント

青
少
年
育
成
補
導
員
の
皆
さ
ん



   

人
権
政
策
課 

人
権
同
和
係 　
☎
62
３
１
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１ 
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線
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３
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1415　市報いいやま / 14.5

　市では、市民の皆さん一人ひとりの人権意識
を一層高めていただくため、「人権同和・企業人
権教育講座」を下記のとおり開催します。どな
たでも無料で受講できますので、お誘いあわせ
のうえ、大勢ご参加ください。

人権同和・企業人権
教育講座

●会場　飯山市公民館 2 階　講堂

開催日時 講 座 内 容（演題・講師）

 6月 13日㊎ 
16:00 ～

　「部落差別の現状と人権確立への課題」
　　部落解放同盟上小地区協議会 書記長　高 橋 芳 夫 さん　

 7 月 1日㊋ 
16:00 ～

　「子どもの権利を保障することの意味」
　　～子どもが安心して生きていくために～
　　　   すそ花法律事務所弁護士
    　　　長野県人権政策審議会委員
　　 日弁連子どもの権利委員会幹事　有 吉 美 知 子 さん　

 7 月 29日㊋ 
16:00 ～

　「発達に心配のある子ども達を地域で支えるには」
　　　　高水福祉会 常務理事　福 岡 寿 さん　

 8 月 7日㊍
16:00 ～

　ナチスによるユダヤ人の迫害について
　　早稲田大学政治経済学術院 教授　斉 藤 寿 雄 さん  　

 9 月 5日㊎ 
16:00 ～

「男女（みんな）の多様性を生かし尊重する社会をめざして」
　　　　　  信州大学教育学部 教授　松 岡 英 子 さん　

9 月 30日㊋ 
16:00 ～

　「今までのメンタルヘルス これからのメンタルヘルス」
　(株 ) コミュニケーションズ・アイ　

　　　代表取締役社長　伊 藤 か お る さん　

育てよう一人ひとりの人権意識

人
権
を
通
じ
て
幸
せ
な
社
会
づ
く
り
を
推
進

 
人
権
同
和
男
女
共
同
参
画
地
域
推
進
員
さ
ん
を
紹
介

　

平
成
26
年
度
人
権
同
和
男
女

共
同
参
画
地
域
推
進
員
の
皆
さ
ん

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

推
進
員
の
皆
さ
ん
は
、
一
人
ひ

と
り
の
人
権
を
尊
重
し
、
幸
せ
な

社
会
づ
く
り
の
た
め
に
人
権
に
関

す
る
教
育
・
啓
発
お
よ
び
男
女
共

同
参
画
の
推
進
活
動
を
地
域
で

行
っ
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
今
年
度

も
、
推
進
員
の
活
動
に
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

人
権
同
和
男
女
共
同
参
画

　
　

   

地
域
推
進
員
（
敬
称
略
）

　

6
月
1
日
は
人
権
擁
護
委
員
法
が
施
行
さ
れ
た
日
で
す

人
権
擁
護
委
員
制
度
を
ご
存
知
で
す
か

　

昭
和
24
年
6
月
1
日
に
人
権

擁
護
委
員
法
が
施
行
さ
れ
、
国
民

の
基
本
的
人
権
を
擁
護
し
見
守

る
、
い
わ
ば
民
間
人
に
よ
る
人
権

の
番
人
の
機
関
が
誕
生
し
た
の
で

す
。
こ
れ
が
人
権
擁
護
委
員
制
度

の
始
ま
り
で
す
。

　

全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

で
は
、
6
月
1
日
を
「
人
権
擁
護

委
員
の
日
」
と
定
め
、
こ
の
日
を

中
心
と
し
て
皆
さ
ん
と
と
も
に
一

層
の
人
権
思
想
の
啓
発
に
努
め
る

こ
と
を
申
し
合
わ
せ
て
い
ま
す
。

講  座  名 実  施  日 講  　  師 定  員  等

 折り紙教室（全５回）
　リハビリや脳のトレーニングに

 6月～10月 第3火曜日（8月のみ第4火曜日）
13:30 ～ 15:30  折り紙講師 町田たつ江さん  定員 10人

 健康教室　みんなで楽しく健康体操　  1 回だけの参加でもOKです。
 レクリエーションインスト
 ラクター　佐藤由姫さん  定員各 15人　①楽しく動いて転倒予防体操  6 月 18日（水）　13:30 ～ 15:30

　②ゲームで楽しむ若返り体操  9 月 17日（水）　13:30 ～ 15:30
 夏休み子ども教室　カードで遊んで英語大好き  1 回だけの参加でもOKです。

 NPO長野児童英語を考える会
　　  代表　伊東裕見子さん  定員各 20人

　①英語の音とカードに慣れよう  7 月 29日（火）　9:30 ～ 11:30
　②英語の音はどんな意味？  8 月 35日（火）　9:30 ～ 11:30
　③言葉を入れたらどうなる？
　　・人権アニメ映画鑑賞（DVD）

 8 月 12日（火）　9:30 ～ 11:30

 料理教室　楽しく作って美味しく食べよう  1 回だけの参加でもOKです。

 飯山食文化の会  定員各 15人
 食材費実費

　①草もちをつくろう  6 月 34日（水）　13:30 ～ 15:30
　②おやきをつくろう  8 月 36日（水）　13:30 ～ 15:30
　③おはぎをつくろう  10 月 1日（水）　13:30 ～ 15:30
　④笹ずしをつくろう  11 月 5日（水）　13:30 ～ 15:30
 人権学習会・・・テーマ：同和問題
 「小林一茶と五無斎」  9 月 39日（火）　14:00 ～ 16:00  長野市安茂里公民館

 館長　宮下健司さん  定員 30人

 防災研修会　実際にやってみよう
 火事だ 119番通報・消火訓練・応急手当  10 月 9日（木）　13:30 ～ 15:30  飯山消防署員  定員 20人

交流のなかで人権についてあらためて考えてみませんか

「地域住民交流講座」 受講生募集
全ての人の人権が尊重される社会の実現をめざし、潤いと生きがいのある社会を築くことを目的とした交流活動です。
多くの皆さんの受講をお待ちしています。

会場：全講座、いいやま人権福祉センター

関　

保
典

江
尻
ふ
さ
子

髙 

橋 

秀
樹

滝 

沢 

周 

一

水
野
敏
子

宮
本
晴
男

「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

  

特
設
相
談
所
が
行
わ
れ
ま
す

　

右
記
の
人
権
擁
護
委
員
が
差

別
、
虐
待
、
い
じ
め
な
ど
に
関
す

る
問
題
、
家
庭
内
に
お
け
る
さ
ま

ざ
ま
な
問
題
、
隣
近
所
の
も
め

事
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
す
る
問

題
、
セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

に
関
す
る
問
題
な
ど
、
毎
日
の
暮

ら
し
の
中
で
お
困
り
の
こ
と
や
心

配
ご
と
に
つ
い
て
の
相
談
に
応
じ

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。（
相
談
は
無
料
・
秘
密
は
固

く
守
ら
れ
ま
す
。）

■
日
時 

6
月
3
日
㈫

　
　
　

 

午
前
9
時
〜
正
午
ま
で

　
　

                （
予
約
不
要
）

■
場
所 

長
野
地
方
法
務
局
飯
山
支
局

◆受講のお申し込みは、いいやま人権福祉センター（☎ 81-3101）へお願いします。◆定員になり次第締め切ります。

人権相談の窓口

 

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
生
産
振
興
事
業

茎
枯
病
対
策
の
雨
よ
け
施
設
設
置
を
補
助

　

市
で
は
、
茎
枯
病
の
発
生
に
よ

り
、
生
産
量
・
販
売
額
が
著
し
く

落
ち
込
ん
で
い
る
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス

に
つ
い
て
、
そ
の
予
防
対
策
と
し

て
「
雨
よ
け
施
設
」
の
設
置
補
助

事
業
を
行
い
、
意
欲
あ
る
農
家
を

支
援
し
ま
す
。

　

申
請
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
農

林
課
農
業
振
興
係
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
の
上
、
申
請
手
続
き
を
お
願

い
し
ま
す
。

■
事
業
内
容

　
雨
よ
け
施
設
の
設
置

■
対
象
地
域　
飯
山
市
管
内

■
補 

助 

額　
雨
よ
け
施
設
１
㌃

当
た
り
５
万
円
以
内
（
最
小
対
象

面
積
０
．
５
㌃
）

■
申
請
締
切

　
平
成
26
年
８
月
29
日
㈮

農
林
課 

農
業
振
興
係　
☎
62
３
１
１
１ 

内
線
２
６
２・２
６
３

人
権

高
橋　

洋

平
瀬
建
司

新
保
弘
子

武
田
一
清

山
嵜
以
貴
子

高
藤
静
雄

中
村
幸
市

岩
松
義
雄

高
梨
邦
夫

武
田
武
夫

服
部
優
一

山
岸
秀
子

常
盤
井
智
行

髙
橋
雄
造

松
木
隆
一

廣

陽

子

齋
藤
良
子

（
新
町
）

（
本
町
）

（
神
明
町
）

（
茂
右
ェ
門
新
田

）

（
北
畑
）

（
其
綿
）

（
坂
井
）

（
針
田
）

（
富
田
）

（
笹
川
）

（
尾
崎
）

（
法
寺
）

（
小
沼
）

（
上
水
沢
）

（
五
束
）

（
羽
広
山
）

（
西
大
滝
）

【
副
会
長
】

【
会　

長
】

大
口
千
春

丸
山
み
さ
を

（
北
条
）

（
山
口
）

飯
山
市
人
権
擁
護
委
員（
敬
称
略
）

いいやま人権福祉センターでは、人権に関して困っていること、心配していることの相談を受ける窓口になっています。
人権問題（同和問題、外国人、女性、子ども、高齢者、障がいのある人など）がありましたら、ご相談ください。

【受付時間　月曜日～金曜日（年末年始・祝祭日は除く）8:30 ～ 17:15】

美
し
い
花
で
訪
れ
た
皆
さ
ん
を
お
も
て
な
し

ま
ち
づ
く
り
課 

ま
ち
並
整
備
係 
☎
62
３
１
１
１ 

内
線
２
４
３・２
４
４

　

今
年
で
26
年
目
を
迎
え
る
「
フ

ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
事
業
」
は
、
毎
年
、

各
集
落
や
学
校
、
企
業
の
皆
様
に

よ
り
植
栽
か
ら
草
取
り
ま
で
実
施

し
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
市
外
か

ら
訪
れ
た
方
に
も
大
変
好
評
を
い

た
だ
い
て
い
る
取
り
組
み
で
す
。

フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
植
栽
の
お
知
ら
せ

　

今
年
も
左
記
の
日
時
で
花
の
植

栽
作
業
が
行
わ
れ
ま
す
。
多
く
の

皆
さ
ん
と
と
も
に
、
飯
山
市
を
彩

る
美
し
い
花
を
咲
か
せ
ま
し
ょ
う
。

【
植
栽
日
】　
６
月
8
日
㈰

【
時　
間
】　
午
前
６
時
か
ら

【
花　
種
】

○
国
道
１
１
７
号
・
曙
町

　
車
道
側　
ビ
ン
カ（
ピ
ン
ク・白
）

　
河
川
側　
ア
ゲ
ラ
タ
ム

○
西
回
り
線

　
西　
側　
シ
ュ
ウ
メ
イ
ギ
ク

　
東　
側　
ガ
イ
ラ
ル
デ
ィ
ア



み

広
域
情
報

か
わ
ら
版

  　

野　沢
温泉村

 栄
　  村

木 島
平 村

震災体験記録集を発刊
　～小滝復興プロジェクトチーム～

高岡 御車山（みくるまやま）祭 開催

　栄村小滝地区の震災体験記録集『あの瞬間（とき）を忘
れない』が発刊されました。
　これは、小滝地区住民で組織され
る小滝復興プロジェクトチームによ
り制作されたもので、被災した全 17
戸から聞き取りを行い、それぞれの
体験が事細かにつづられています。
　〝日本全国、そして世界中からの多
くの支援への恩返しは、元気に集落
の存続に一歩ずつ歩み始めた姿を見
てもらうことしかない〟との思いから発刊に至ったこの記
録集。「一人でも多くの方に読んでいただき、万が一の時の
備えになってくれればありがたいと思います」と代表の樋
口正幸さんは話されました。

ゆ

野
き

観
光
交
流
都
市
情
報

通信
月
刊 通信いいやま

　このコーナーでは、平成 27年春の北陸新幹線の延伸をひとつの契機に、
交流人口の増加と地域経済の活性化を図ることを目的に飯山市と観光交流
都市協定を締結した都市の観光情報をご紹介していきます。各都市の魅力
を感じていただき、新幹線開業を前に訪れてみてはいかがでしょうか。

　美しい田園風景が広がる木島平村を舞台に、
6 月 8 日に今年もお田植まつりを開催します。
　当日は神官・巫女・早乙女らによる行列行進
の他、豊作祈願の神事、木曽馬代掻き、総勢
30 名の早乙女による田植えなどを行ないます。
また、当日会場では田植え煮物や木島平米お
にぎりの販売等も行います。その他、食と農

ハードなレースの後は名湯でゆっくりと
「The 4100 D マウンテントレイル in 野沢温泉」開催!

　7 月 19 日㈯～ 21 日 ( 月・祝 ) に『The 4100 D マウン
テントレイル in 野沢温泉』が開催されます。
　今年は 65㌔、23
㌔、14㌔の 3 カテ
ゴ リ ー を 用 意 し、
湯けむり、湖、ブ
ナ 林、 花 畑 な ど、
美しい日本の原風
景が広がる野沢温
泉村を舞台に開催
します。体力に覚えのある人は高差 4100㍍、全長 65㌔、
制限時間 20 時間。日本屈指の難関コースにチャレンジし
てみましょう！！  
　ハードなレースで疲れた体を信州の名湯外湯 15 カ所で
癒せるのもこの大会のもう一つの魅力です。

4 月 26・27日　長峰運動公園多目的運動広場
　日本の文化を体験するツアーで来日したブラジル人の皆
さん 50 名が 4 月 17 日、温井多目的交流センターを訪れ、
温井むらづくり委員会
の皆さんと交流しなが
ら、わら細工の亀作り
に挑戦しました。
　参加者のヨランダ 
ジェズスさんは「文化
を継承していこうとす
る飯山の人々のコミュ
ニティに感動した。温井の皆さんと温かな雰囲気の中で工
芸品を作れたことが思い出になる。」と話してくれました。
温井むらづくり委員会の高橋春子さんは「言葉の壁が不安
だったが、日本語のわかる方がいたり、身振りなどで通じ
た。ブラジルの皆さんは真剣にわら細工作りに取り組んで
いた。完成したときの嬉しそうな顔が見られて良かった。」
と国を越えた交流に満足していました。

4 月 17日　温井多目的交流センター

今年度の木島平米の豊作を祈って　お田植まつり開催 !
市内のできごと

　姫川港を会場に、上越海上保安署巡視艇「なつぎり」、
新 潟 税 関 支 署 監 視 艇

「つばさ」、能生海洋高
校実習船「くびき」に
よる体験航海や、船上
での釣り体験、普段は
立ち入り禁止となって
いる防波堤へのバスツ
アー等、海に親しむ企
画が盛りだくさん。ひと足早い夏の海を満喫できます。

　市場に大漁旗がはためく中、姫川港などで水揚げさ
れた鮮魚の販売をメ
インに、買った魚介
類をその場で焼く網
焼きやマグロの解体
実演なども予定して
います。
　日本海の味覚を堪
能できるイベントで
す。ぜひお越しください。

糸魚川さかな祭り

広
告
コ
ー
ナ
ー

業の大切さを発信するポスターを水田に展示
するトドロキデザインの「田んぼギャラリー」
も併せて開催します。のどかな農村風景をご
覧に是非お越しください。
■日　時　　6月 8日（日）9:00 ～
■会　場　　根塚遺跡周辺
■問合先　　木島平村観光協会　☎ 82-2800
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日本の田舎の温かさを温井で体感
ブラジル人旅行者 50 人がわら細工作り

　菜の花はほころび始め、桜が満
開の長峰運動公園多目的運動広場
で 4 月 26 日、27 日と飯山市体育
協会主催、信州いいやま観光局共
催の菜の花ゲートボール大会が開
催され、80 チーム 400 人の皆さ
んが競技を行いました。
　今年で 11 回目を迎えた今大会
には、近隣 5 県をはじめ遠くは茨
城県、三重県からのチームも参加。
参加者の皆さんは会場で競技を楽

しみ、競技後は温泉や遅い春の芽吹きなど北信州を堪能さ
れたようです。
　市内のゲートボール関係者の皆さんは、競技役員や審判
員として大会を支えられました。唯一、市内のチームで参
加した「菜の花飯山」は 5 勝 3 敗（得失点差 -4）の 26 位
と健闘を見せました。

4 月 24日　菜の花公園
　暖かな日となった 4 月 24 日、菜の花公園では東小学校
児童が「菜の花づくし給食」を楽しみました。この行事は、
故郷の豊かな自然や良
さに誇りが持てる子ど
もたちを育てようとの
願いで始まった東小学
校の恒例行事です。
　用意された手作りお
弁当は、「菜の花チキン
ライス」など前日に 1・
2 年生が収穫した菜の花を使ったメニューや、菜の花畑に
見立てた玉子料理などが詰め込まれていて、50 人の全校児
童と、招待された来賓の皆さんは菜の花公園の景色を楽し
みながらお弁当を味わっていました。
　入学したばかりの 1 年生、中澤若菜さんは初めての菜の
花づくし給食が楽しく、お弁当もおいしかったようで、残
さずに全部食べられたようです。

北信州の遅い春を満喫しながら
菜の花ゲートボール大会開催

春の自然の素晴らしい景色も隠し味
東小学校菜の花づくし給食

新しい消防団旗もお披露目
飯山市消防団観閲式開催

■問合先　株式会社SPS内　S-MOUNTAIN 事務局
　　　　　☎ 03-5428-8187　http://s-mountain.com/

　消防団員の職務遂行に必要な諸般の状況を点検するとと
もに旺盛な消防精神と厳正な規律を養い、飯山市の消防力
の充実を図ることを目的に飯山市消防団の観閲式が 4 月
29 日に開催されました。

　本町商店街から始まったパレー
ドでは、沿道に集まった小さな子
どもたちの声援を受けながら約
400 名の消防団員と 12 台の消防
自動車が城北グラウンドに向け行
進しました。
　城北グラウンドでは式典および
各部隊の訓練等が行われました。
式典では、59 年間、飯山市消防団
の象徴として掲げられてきた団旗
の更新が行われ、引き渡された新

しい団旗に対する敬礼も行われました。

400 本余りの桜が花をつけ丘陵が色鮮やかに
 飯山城址公園の桜が満開

　鳥につぼみをついば
まれることが少なかっ
たからか、今年は 4 月
23 日から 27 日頃まで、
城山の桜が見事に咲き
誇り、お花見客でにぎ
わいました。

4 月 29日　城北グラウンド

4月 23日～ 27日頃　飯山城址公園

4月 25日夜の城山公園

※販売はしていませんが、インターネットでご覧いただけ
　ます。http://ameblo.jp/kotaki-community/
■問合先　栄村秋山郷観光協会　☎ 87-3333

ひめかわポートフェスティバル

■日　時　　6月 22日 ( 日 )　9:00 ～ 15:00
■会　場　　姫川港 (北陸道糸魚川 ICより車 10分 )
■問合先　　ポートフェスティバル実行委員会  ☎025-552-1511
                      http://www.city.itoigawa.lg.jp
※体験航海、船上釣り体験は 5 月28日までに申込が必要です。
　（ホームページからも申込可）詳しくはお問い合わせください。

■日　時　　6月 22日 ( 日 )　10:00 ～ 14:00
■会　場　　糸魚川魚市場（北陸道糸魚川ICより車10分）
■問合先　　糸魚川市観光案内所
　　　　　　☎ 025-553-1785
※当日はひめかわポートフェスティバル会場とのシャ
　トルバスを運行します。

新潟県 糸魚川市
海に親しむイベントが、6月22日(日 )に姫川港周辺で開催されます。

第1分団梯子隊の梯子のぼり披露


